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（3）2019年5月1日号

問人事課☎９４８-６２５０・FAX９３４-９２０５

問市民参画まちづくり課☎９４８-６９６３・FAX９３４-３1５7

問子規記念博物館☎９３1-５５６６・FAX９３４-３４1６

申 問 ①人事課〒7９０-８５71二番町四丁目７-２☎９４８-６９４０・FAX９３４-９２
０５②（消）総務課〒7９０-０８11本町六丁目6-1☎９２６-９２1４・FAX９２６-９1４４

開設期間5月1日（水・祝） ～７日㈫8時３０分～17時1５分
開設場所　市役所本館1階ロビー（閉庁日は正面玄関付近）、北条支所、中島支所
※記帳所設置に併せてご来松された時の御写真を展示しています
※市役所本館地下駐車場を利用した場合、1時間無料。北条・中島支
所には無料駐車場あり

　4月1日に公表された新元号「令和」の典拠である「万葉集」。
　短歌の革新者で知られる正岡子規が、新しい歌のあり方を考える際
に注目したのが「万葉集」でした。
　この度、子規と「万葉集」の関わりを紹介するコーナーを設置します。
日時  5月1日（水・祝）～ 1０月２８日㈪
会場  子規記念博物館（道後公園）3階常設展示室
料金  個人４００円、団体３２０円、６５歳以上２００円、小・中学・高校生無料
※1階ロビーに「令和」の典拠「万葉集」巻五「梅花の歌三十二首」
の序文の解説コーナーを設置（無料）

　元号を改める政令が平成３1年4月1日に公布され、新元号が「令
れい

和
わ

」に
決まりました。改元日（5月1日）以降も、本市が作成する一部の文書には

「平成」の表示が残る場合がありますが、この表示は有効です。旧元号によっ
て表示された日を目にした場合は、新元号による日に読み替えてください。

①松山市 ※事務職（初級）などの採用試験は9月に実施予定

②松山市消防局 ※初級の採用試験は9月に実施予定

日時  5月1２日㈰9～ 1２時
※雨天決行（ただし災害発生時は中止）
会場  重信川河川敷（井門町地先〈松山自動車道重
信川橋下流右岸〉）
内容  消防団や自主防災組織による水防工法、防災関係機関などによる
人命救助訓練やライフライン復旧訓練、防災体験コーナーなど
申し込み  当日、直接会場にお越しください（無料駐車場あり）

日時  5月1２日㈰1０時ごろ
内容  国土交通省の「緊急速報メール」
を活用し、洪水情報のプッシュ型配信を
行います。配信対象地域の携帯電話、ス
マートフォンへ強制的に配信され、メッ
セージとともに警告音（チャイム音）が
鳴ります。危機意識を高めていただくこと
を目的としていますので、受信後に避難
行動をとっていただく必要はありません。
※総合水防演習が中止のときは配信し
ません
対象  市内全域のほか重信川流域

天皇陛下御即位 祝意奉表記帳所を設置します

「子規と新元号『令
れ い

和
わ

』の典
て ん

拠
き ょ

・万葉集」コーナー設置

改元に伴う元号表示の取り扱いについて

2019年度  職員募集 受け付けは
5月14日㈫まで

災害に備えよう
～災害から私たちの命や財産を守るために～

重信川総合水防演習を行います

緊急速報メール訓練を実施

問松山河川国道事務所工務第一課☎９7２-０２０６、
　危機管理課☎９４８-６7９４・FAX９３４-1８1３

　2019年度松山市、松山市消防局の職員採用試験を行います。第1次
試験は、松山市は松山・東京・神戸の3会場、松山市消防局は松山・神
戸の2会場で実施します。詳しくは実施要領を確認してください。

試　験　区　分 募集人数 年齢（下記の期間に生まれた人）

事務職 上級 事　務 ４０人程度

1９８６（昭和６1）年4月２日～
1９９８（平成1０）年4月1日

文化・スポーツ枠 ２人程度

技術職 上級

土　木 1０人程度
建　築 3人程度
電　気 ２人程度
機　械 4人程度
化　学 1人程度

試　験　区　分 募集人数 年齢（下記の期間に生まれた人）

消防職 上級 ７人程度 1９８６（昭和６1）年4月２日～
1９９８（平成1０）年4月1日

〈共通事項〉
【第1次試験日時】6月２日㈰8時５０分～
【第1次試験場所】松山会場（愛媛大学 〈文京町3〉）、東京会場（都市セ
ンターホテル 〈東京都千代田区平河町二丁目4-1〉）、神戸会場（ニチ
イ学館神戸ポートアイランドセンター 〈兵庫県神戸市中央区港島南町七
丁目1-5〉）から選択（東京会場は①松山市のみ）
※東京・神戸会場は、収容人数に限りがあるため、先着順で受け付け

【実施要領・試験申込書】人事課（市役所本館4階）、案内所（同1階）、（消）
総務課、支所、市民サービスセンター、市東京事務所（都市センターホテ
ル内）にあります。また、各団体のホームページからダウンロードできます。
　郵便で請求する場合は、封筒に「試験申込書請求」と朱書きし（①松
山市の実施要領は、上級 〈事務職・技術職〉、事務職上級 〈文化・スポー
ツ枠〉 の２種類。いずれを希望するか明記）、宛先を書いた
返信用封筒（角形２号サイズの封筒に1２０円分の切手を貼っ
たもの）を同封して、各問い合わせ先へ郵送してください。

【受付期間】5月1４日㈫までの8時３０分～ 17時1５分(土・
日曜・祝日は除く)。郵送の場合は5月1４日㈫消印有効。

（件名）
【訓練】河川氾濫のおそれ
【これは訓練です】
（本文）
　重信川の水位が上昇し、出合水位観測
所で避難勧告等の目安となる「氾濫危険
水位」に到達しました。堤防が壊れるな
どにより浸水のおそれがあります。
　防災無線、テレビ等で自治体の情報を
確認し、各自安全確保を図るなど適切な
防災行動をとってください。
　本通知は、四国地方整備局により浸水
のおそれのある市町村に配信しており、
対象地域周辺においても受信する場合が
あります。
　これは訓練です。
（国土交通省）

緊急速報メール

洪水情報の緊急速報メール配信イメージ

携帯電話会社
（NTTドコモ・au・ソフトバンク） 一般住民

河川管理者（国）・
気象庁

洪水予報作成・発表
（四国地方整備局）

洪水情報 緊急速報メール

【見本】

二次元コード

地 域 別地 域 別 タウンミーティングタウンミーティング
市長と話そう！市長と話そう！

　「暮
ら
し
の
安
全
安
心
と
生

活
環
境
の
整
備
」
と
「
島
の
活

性
化
と
農
業
振
興
」
を
テ
ー
マ

に
３
月
３０
日
、
地
域
別
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
泊
南
分
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、
空
き
家
対

策
や
農
業
振
興
へ
の
支
援
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　野
志
市
長
は
、
昨
年
の
７
月
豪

雨
災
害
か
ら
の
早
期
復
興
を
目

指
し
た
市
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、「
興

居
島
の
に
ぎ
わ
い
を
考
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
か
ら
市
政
情
報
や
生
活
に
役

立
つ
お
知
ら
せ
な
ど
を
紹
介
す
る

「
広
報
タ
イ
ム
」
を
設
け
、「
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の

使
用
方
法
」
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
手
順
な
ど
を
実

演
で
再
確
認
し
ま
し
た
。

●
災
害
後
、
順
調
に
復
旧
は
進

ん
で
い
る
が
、
一
日
で
も
早
く

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い

●
耕
作
放
棄
地
を
な
く
す
た
め

の
事
業
を
継
続
し
て
ほ
し
い

●
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
町
の
こ
と
を

再
認
識
す
る
い
い
機
会
に
な
っ
た

●
復
旧
支
援
や
移
住
対
策
な
ど
、

市
の
多
く
の
取
り
組
み
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
だ
っ
た

問
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課

☎
948
６
３
３
３
・
FAX
934
２
３

３
６ 　市

長
を
は
じ
め
地
域
の
人

に
も
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
子
ど
も
教
室
の
現
状
を

知
っ
て
い
た
だ
く
、
よ
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

北矢 和美さん
（泊町）

感

　想

意
見・要
望

興
居
島（
由
良・泊
）地
区
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

自
分
た
ち
の
活
動
を
伝
え
る

よ
い
機
会
に


